
 

第38期第4回理事会議事録 

 

日 時：2014年9月30日（火）13時30分～18時20分 

会 場：ちよだプラットフォームスクウェア 会議室504（東京都千代田区） 

出席理事：新野宏,藤谷徳之助*,岩崎俊樹*,榎本剛*,佐藤正樹,佐藤薫,塩谷雅人,竹内綾子,

中村尚*,廣岡俊彦*,藤部文昭,三上正男*,山田和孝,以上13名 

Web会議システムを通じた出席理事：竹見哲也*,長谷部文雄,余田成男**,以上3名 

  *：議題４の途中から欠席,**議題４の途中から出席 

（理事現在数20名） 

出席監事：岡本幸三,高谷康太郎,以上2名 

その他の出席者：田沢,渡辺,下道（事務局） 

議 題 

１．第38期第3回理事会議事録の確認 

２．会員の新規加入等について 

新入会員18,退会48を全会一致で承認した．2014年9月17日現在,会員数3,643名で個人

会員は3,392名． 

３．その他協議事項 

前渡金等取扱い要領の案について確認した．本要領について施行日を平成26年9月30日

として制定することを全会一致で承認した． 

４．各委員会からの報告 

庶務… 

1）転載許可 

①申請者：北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター） 

転載元：「藤田哲也名誉会員の研究業績を偲ぶ」，天気 Vol.46，No.1，34-35P 

転載先：平成 26年度 秋特別企画展“「山川健次郎と藤田哲也」展”における図録 

      平成 26年 9月 27 日，200部刊行 

②申請者：藤部文昭（気象研究所環境･応用気象研究部） 

転載元：第 2図，「航跡雲（Ship trails）」，原基，2011，天気 Vol.58，550P 

転載先：「統計からみた気象の世界」藤部文昭著，成山堂書店，2014 年 10月刊行予定 

③申請者：大野木和敏（気象庁地球環境･海洋部気侯情報課） 

転載元：Shinya Kobayashi, Yukinari Ota, Yayoi Harada,Ayataka Ebita, Masami Moriya, 

Hirokatsu Onoda,Kazutoshi Onogi, Hirotaka Kamahori, Chiaki Kobayashi, 

Hirokazu Endo, Kengo Miyaoka, and Kiyotoshi Takahashi,2015: The JRA-55 

Reanalysis: General Specifications and Basic Characteristics. 93, doi: 

10.2151/jmsj.2015-001. 

（全文・全図表 ただし、一部の参考文献は和文の文献に差し替える） 



 

転載先：平成 26年度季節予報研修テキスト第 2 章「気象庁 55年長期再解析」気象庁

地球環境・海洋部発行，2015年 1月刊行予定 

2）後援名義等使用依頼受付 

①名称：第 15回「こどものためのジオ･カーニバル」 

主催：こどものためのジオ･カーニバル企画委員会 

期日：2014年 11月 1～2日 

場所：大阪市立科学館 

名義：後援 

②名称：藤田哲也博士記念・気象講演会 

主催：北九州産業技術保存継承センター 

期日：2014年 10月 13 日 

場所：北九州イノベーションギャラリー 

名義：協賛 

③名称：第 3回中部ライブガード TEC2015～防災･減災･危機管理展 

主催：名古屋市見本市会 

期日：2015年 5月 21-22日 

場所：ポートメッセなごや 

名義：協賛  

3）その他 

 ①8月 19日：税額控除に係る証明の申請 

 ②9月 18日：公益法人協会「法人の運営に関する相談会」 

 ③9月 19日：気象学会ロゴマーク納品 

会計…2014年8月分の収支及び現預金検査報告． 

企画調整…支部長会議及び評議員会の議題検討経過,倫理規程について報告．評議員会の

議題について検討を行い,意見をもとに次回理事会までに議題を確定し評議員候補

者を検討する．倫理規程に対する意見への対処方針の方向性を確定した．次回理事

会で修正案を提示し,再度協議を行う． 

講演企画…2015年度春季大会スケジュールについて報告,承認した．JpGU（日本地球惑星

科学連合）において日本大気化学会からの共催依頼（大気化学セッション）につい

て全会一致で承認した．JpGUにおける気象学会主催セッションのテーマについて意

見交換が行われた．今後,講演企画委員会内で検討する． 

天気…Vol.61 No.9（2014年9月号）の掲載記事と,Vol.61 No.10,11（2014年10,11月号）

の予定記事の報告．また,来年の印刷業者は入札の結果,今年と同じ業者となったこ

とが報告された． 

気象集誌…以下の通りの活動と改善点を報告． 

・2014年9月から，引用された2000年以降の論文の著者,共著者にcited alertを送るよ

うにした． 



 

・AOGS発表論文の著者に特集号の案内を送付． 

・論文公開迅速化について,メール審議,受理後直ちにdoi付番し随時EORに掲載するこ

とで公開を早期化した． 

・Most cited articleとMost accessed articleを掲載。 

・SKYNET特別号の9月発刊等，状況報告． 

・来年の出版及び英文校正の入札手続き開始． 

SOLA…年初からの投稿論文数が52編,出版済みの論文数が29件であることが報告された． 

気象研究ノート…第230号は年内に刊行予定．第229号に関して天気に掲載されたコメン

トに対しては,天気への回答掲載と補編の公開で対応したいという編集担当者の対

処方針が報告された．また,電子版気象研究ノートの会員向け公開については,電子

情報委員会による気象学会員向けサービスの検討を待ち,技術的な目途が立った後

に進める方針を確認した． 

正野賞…推薦規程の変更案について全会一致で承認した． 

各賞において業績に含める論文について明確な基準が必要なことが指摘された． 

 学術…「今後の宇宙開発体制のあり方に関するタスクフォース会合・リモートセンシン

グ分科会」コミュニティ 幹事会（TF幹事会）に関する報告．TF幹事会から,気象学

会を含む各コミュニティにロードマップ案の検討と提示が依頼されている．平成30

年以降の地球観測のあり方に関して,TF幹事会へ気象学会からの要請を提出して今

後まとめる提言に盛り込んでもらうことが重要であり，他コミュニティとも専門的

な議論が必要であることが指摘された． 

 地球環境…地球温暖化問題に関する書籍について,最終校正段階にあることが報告され

た． 

気象災害…気象災害委員会研究会（メソ気象研究連絡会共催）の実施と補助金支給申請

について,全会一致で承認した． 

気象研究コンソーシアム…気象学会秋季大会時の10月23日に,気象研究コンソーシアム

委員会拡大会議を開催し,関係者による情報交換を行う予定であることが報告され

た． 

教育と普及…教育と普及委員会活動の実施に関わる前渡金増額申請について全会一致で

承認した．また,支部長会議の議題としたジュニアセッションの実施要領について検

討した． 

国際学術交流…日中韓気象学会の実務者会議の報告．今後の合同学会の開催方法と将来

構想について議論が行われたことが報告された． 

電子情報…学会サイトの新サーバへの移行状況について報告．コンテンツの迅速な更新

への協力の依頼．新サーバの維持管理及びデータバックアップの資源購入のための

前渡金増額申請について全会一致で承認した． 

   刊行物DVDの2013年度版が完成したことが報告された． 

人材育成・男女共同参画…ホームページ改修作業の概要と,本件に関わる補助金支給申請



 

について全会一致で承認した． 

５．その他報告事項 

2014年度春季大会開催経費決算報告について全会一致で承認した． 

 

平成26年10月21日 

公益社団法人日本気象学会 

理事長 新野  宏 

監事 岡本 幸三 

監事 高谷 康太郎 

 

 


